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とにより、1983 年には全国で約 2000 人程度であった在日ブラジル人の数が増加していた
































































ため、課税対象となり、児童一人の月謝が 4 万円ないし 5 万円と高額であったことである。 
学校経営者は授業料が高額であるということの理由付けとして、会社組織であること、










からず、当時の在日ブラジル人約 32 万人のうち約半数が帰国した。そのうち約 2 万人は
日本政府による帰国費用の支援を受けた者であった。そして、親とともに多くの学齢期に
ある児童や未成年者が帰国し、ここでさらに大きな問題が生じた。 























2015 年に「（社）国外就労者情報援護センター（Centro de Informação e Apoio ao 



























筆者が理事長を拝命している CIATE 国外就労者情報援護センターは、1992 年に設立さ
れ、主としてブラジルから訪日就労する人々に対して事前に日本に関する情報を提供し、
日本語講座を受講させることで、訪日後の日本社会への適応に貢献することを目的として

























推薦する学生に毎月最低賃金一か月分を給付することにした。2019 年 1 月現在のブラジ
ルの最低賃金は 998 レアルであるが、これは日本の賃金に換算すると約 3 万 3 千円に相当
する金額であって、文字通り「貧者の一灯」でしかないが、それでも私立大学の月謝の足
しにはなることから、奨学生からは評価されてきている 8。 
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